
関連する学会・集会について

1 .井上慎一氏(三菱化成生命研)より

NSF Science and Technology Center for Biological Timingが1991年秋に設立され活動を開始し

ました。アメリカの NationalScience Foundationでは今後基礎科学技術の分野で重点的に発展させ

る必要があると考える領域を指定し，その研究と知識の普及に中心となるセンターを25指定しまし

た。生物学領域では 3つが指定されそのうちの 1つが Universityof Virginiaを中心とする Center

for Biological Timingです。この NSFCenterでは色々な活動を予定していますが，日本の学生，

研究者の積極的な参加を歓迎するとのことです。

o Industrial Symposiumが行われました。

2月 9"-' 10日 (1992) Center for Innovative Technology， Virginia会社関係者を対象にしたシンポ

ジウムがありました。

1. Biological Rhythms and Shift W ork 

2. Biological Rhythms and the Pharmaceutical Industry 

3. Biological Rhythms and the Transportation Industry 

4. Biological Rhythms and the AgriculturaI Industry 

5. Biological Rhythms and the Health Industry 

o NSF centerから著名なリズム研究者の講義を収録したビデオが発行されています。上記の

Industrial Symposiumの記録も含まれています。井上がし、くつか購入していますのでお問い合わせ

下さい。(三菱化成生命研TE L0427-24-6256) 

o Biological Rhythms Course 
7月15日"-'8月14日(1992) University of Virginia 

研究者，大学院生及び学部学生を対象にした生物リズムの夏の学校。

第一週 Introduction and Basic Theory of Biological Timing 

第二週 Manifestations of Biological Timing 

第三週 Mechanisms Underlying Biological Timing 

第四週 Biological Timing in Humans 

併せて実験の指導とワークショップが行なわれます。応募締切は May.1， 1992です。費用はワーク

ショップが$250， Univ. Virginiaのアパート料が $112/weekです。詳細は直接 Centerfor 
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Biological Timingにご照会下さい。

Center for Biological Timing 

Gilmer Hall， University of Virginia 

Charlottesville， Virginia 22901 

U. S. A. 

T E L001-1 -804-982-5225 

FAX001-1 -804-982-5221 

EMail: clock@virginia. edu 

o Biological Timingに関する日米交歓シンポジウムのお知らせ

1992年12月4日(金)， 5日(土〉の 2日間， NSF Center for Biological Timingの研究者10名

( Block， Friesen， Menaker， Kawasaki， Rissman， Thorner， Veldhuis， Shupnik， Takahashi and 

Turek)と日本のこの分野の研究者による 2日間の公開シンポジウムが東京町田市の三菱化成生命科

学研究所で行われます。多くの方の参加を望んでいます。また何人かの来日研究者には日本の各地で

セミナーあるいは学部レベルの講義をお願いしています。詳細は夏頃発表いたします。要望などあり

ましたら実行委員会， [井上(三菱生命研)，海老原(名大)，高橋(神経センター)，田畑(西東京

大)，石田(徴工研)，長谷川(北里)Jまでお寄せ下さい。尚，このシンポジウムの直前には山口大の

シンポジウムが行われます。

2.千葉喜彦氏(山口大・理)より

国際シンポジウム「親日時計研究における遺伝学的と生理学の接点」が11月30日(月)， 12月 l

(火)， 2 (水〉日の 3日間，文部省等の援助で山口大学大学会館で聞かれます。

概日リズムの分野の中心課題の一つは，概日リズムの中枢的支配機構(概日ベースメーカーある

いは概日時計〉の所在をつきとめ，その振動機構を解明することにあります。これまで，主として

生理学的手法によって，ベースメーカーを含む組織が，幾つかの動物で明かにされてきましたし，

またそのなかで，研究が細胞レベルにまで及んでいる例もあります。

一方，近年，概日リズム機構の本質的部分に関与していると想像されている遺伝子(時計遺伝子〉

が関心を集めています。

国際シンポジウムは，この二つの流れ(生理学と遺伝学〉をうまく合流させることによって，概日

振動機構を解明するための方策を皆で論議するものにしたいと考えています。

論議の中ではp 必然的に単細胞生物を扱った生理学的，分子遺伝学的研究も重要な位置を占めま

す。
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圏内外から， 10名ずつの招待講演者を予定していますが，一般講演(ポスターになるかも知れま

せん〉も計画したし、と思っています。

生物リズム研究の分野に課せられた課題は，生物科学のすべての分野にまたがり，さらにそれに

関連する人文，社会科学などの分野にまで広がりを見せています。リズムの種類についても，概リ

ズムのみならず，生物の振動現象を広く視野に入れる必要があるような気がします。私は，新しく

体制を整えつつある生物リズム研究会に，この広さを期待します。

われわれの国際シンポジウムは，リズム研究分野のごく一部を扱うものですが，研究会の新発足

に際して，わが国における研究発展のために少しでも刺激になるものになればと願っています。多

くの方のご出席をお待ちしています。

3.中島秀明(岡山大・理)より

1993年 9月に国際植物科学会議が開かれます。このときリズム関係のシンポジュームが中島と

Hastings (ハーバード大〉を中心にして行われます。題は ICircadian rhythmicity: cellular 

expressions and molecular mechanisms Jです。演者などくわしいことが決り次第ご連絡します。
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